
平成３０年度献血事業
実施概要について

岡山県保健福祉部医薬安全課

救いたい
あなたの未来
私から
平成３０年度「愛の血液助け合い運動」標語

1

安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律
（血液法）の概要（平成15年7月施行）

【国】安全性向上・安定供給確保
に関する基本的・総合的施策の策
定・実施、国内自給確保のための
措置

【地方公共団体】献血に関する住
民の理解、献血受入を円滑にする
ための措置

【採血事業者】献血受入の推進、
安全性向上・安定供給確保への協
力、献血者等の保護

【製造販売業者等】安全な血液製
剤の安定的・適切な供給、安全性
向上のための技術開発と情報収集
・提供

【医療関係者】適正な使用、安全性
に関する情報収集・提供

①血液製剤の
安全性の向上

②献血による
国内自給の原則、
安定供給の確保

③適正使用の推進

④血液事業運営に
係る公正の確保と
透明性の向上

血液製剤の
・安全性の向上
・安定供給の確保
・適正使用の推進

国民の
保健衛生の向上

法律の目的 基本理念 関係者の責務
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岡山県における献血事業の施策体系

献 血 事 業 普 及 事 業

◎普及啓発事業
・マスコミを通じた普及啓発
・保健所献血推進連絡会議を通じた広報、地域イベント

での普及啓発
・高校生向けパンフレットの作成・配布
・高校卒業生対象啓発チラシの作成・配布
◎推進組織の育成、自主活動を通じた地域・職域・学校等

における普及啓発事業
＜若年層＞
・高等学校：青少年赤十字(JRC)
・専門学校・短大・大学：岡山県学生献血推進連盟

（晴れの国献血、ｸﾘｽﾏｽ献血ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ等実施の支援）
＜一 般＞
・愛育委員会：地域での献血推進活動

県 民 ぐ る み の
献 血 運 動 推 進 事 業

献血運動の推進
・岡山県愛の血液助け合い運動（毎年7月～8月）の実施

月間初日行事「献血推進パレード」等により普及啓発
「献血感謝のつどい」での感謝状の贈呈

・はたちの献血キャンペーン（毎年1月～2月）の実施

岡 山 県 献 血
推 進 協 議 会

献血推進協議会運営事業

・岡山県献血推進協議会の開催

血液製剤の適正
献 血 の推 進 血液製剤使用適正化普及事業

使 用 の 推 進
・岡山県合同輸血療法委員会の開催
・医療機関における血液製剤の適正使用の普及啓発

採血事業者指導取締事業
日本赤十字社
岡 山 県支 部 ・血液センター、献血ルームを四半期に１回程度

岡山県赤十字 血液製剤の安全性
血液センター 医療機関等での血液製剤に関する

の 確 保 対 策 記録の保管・管理の遵守指導

血液センターにおける検査の充実等

・献血協力者への本人確認、問診の徹底
・各種血液検査の充実強化 3

平成３０年度 献 血 等 の 状 況

※「構成比」は端数処理をしているため、
合計が必ずしも１００％にはなりません。 4

© 岡山県「ももっち」
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献血者数の推移
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注）平成30年度は1月末現在 5

年代別の状況

40歳代、50歳代以上の占める割合が高い。

75,453人

63,490人

注）平成30年度は1月末現在
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職業別の状況（平成30年度）

15.1%（9,610人）

54.2%（34,432人）
2.0%(1,289人）

8.0%（5,077人）

20.6%（13,082人）

その他（自営業者、主婦等）

献血者数 63,490人

大学・専門
学校生等

【参考】全国(H29年度)：高校生 2.4%
学生 6.3%

平成31年1月末現在

8
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高校生献血の状況

年度 計（人） 学校外（人） 学校内（人） 高校数（校）

３０ １，２８９ ８６５ ４２４ １３（１４回）

２９ １，７５５ １，２６２ ４９３ １４（１６回）

２８ １，６１７ １，１７２ ４４５ １４

２７ １，８０６ １，３７６ ４３０ １４

２６ ２，１３４ １，６５２ ４８３ １２

２５ １，９５９ １，５４３ ４１６ １１

注）平成30年度は1月末現在

9

赤十字出前講座（高校）の状況

１３校で１７回実施
（平成31年1月末現在）

一次救命体験
献血の必要性を説明

Let's Try MOGI献血
10
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高校生への献血知識の普及啓発
【２年生用】 【３年生用】

11

性別種類別の状況（平成30年度）

成分献血

男性
47,092人

200mL献血

28.6%
(13,479人)

0.7%
(308人)

女性
16,398人

成分献血

31.2%
(5,115人)

200mL献血 7.0%
(1,148人)

400mL献血 61.8%
(10,135人)

400mL献血
70.7%

(33,305人)

平成31年1月末現在

性別の状況（平成30年度）

男性 女性
47,092人（74.2％） 16,398人（25.8％）
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場所別の状況（平成30年度）

献血ルーム
ももたろう

(29.8%)

献血ルーム
うらら

（血液センター）
(18.8%)

移動献血車
(51.4%)

献血者数
63,490人

移動献血車（献血バス）での献血が全体の51.4%を、
固定施設（献血ルーム）は48.6%を占めている。

平成31年1月末現在
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供給量の推移
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平成３０年度の主な事業

○「岡山県愛の血液助け合い運動」月間

○「はたちの献血」キャンペーン

○血液製剤使用適正化普及事業

15

＜普及啓発活動＞

○懸垂幕の掲出

・県庁舎

・ＪＲ岡山駅前啓発塔

○ラジオ放送

・学生献血推進連盟代表

「岡山県愛の血液助け合い運動」月間
（期間：７月～８月）

16
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第５４回献血運動推進全国大会（中止）

○日時：７月１２日（木） 13:50～16:25

○場所：岡山県総合グラウンド体育館
（ジップアリーナ岡山）

○内容

【第１部】 式典
・功労者の表彰

・血液事業用車両寄贈目録贈呈 等

【第２部】 アトラクション

17

○第５４回献血運動推進全国大会プログラム（抜粋）

18
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○第５４回献血運動推進全国大会プログラム（抜粋）

19

＜普及啓発活動＞

○月間標語の活用

「救いたい

あなたの未来

私から」
岡山高等学校 北川寛朗さんの作品

○ポスターの掲出

厚生労働省作成

（全国統一）

20
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献血推進功労者表彰・感謝状等贈呈式

○日時：１１月１９日（月） 13:30～14:30

○場所：三木記念ホール（岡山県医師会館内）

○内容

【功労者の表彰】
日本赤十字社有功章（金色１０団体、銀色１０団体）

厚生労働大臣表彰状（４団体）

厚生労働大臣感謝状（２団体）

岡山県知事感謝状（４団体、２６個人）

日本赤十字社岡山県支部長感謝状（４団体）

岡山県赤十字血液センター所長感謝状（１２団体）

【血液事業用車両寄贈目録贈呈等】
21

22
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県医師会、県歯科医師会、
県薬剤師会、県看護協会、
県病院協会

岡山ガス 岡山トヨペット

三菱自動車工業水島製作所 両備ホールディングス、
萩原工業

総社雪舟ライオンズクラブ

○血液事業車両寄贈

23

平成３１年「はたちの献血」キャンペーン

新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心とし
た全県的な献血運動として実施。（期間：１月～２月）

【オープニングイベント及び１日所長委嘱式】
岡山県学生献血推進連盟代表者へメッセージと啓発資材の

伝達及び一般公募で選ばれた「はたち」の代表者に岡山県赤
十字血液センター「１日所長」を委嘱し、若年層への献血協力
を呼びかける。

○日時：１月９日（水） 9:00～9:30

○場所：岡山県赤十字血液センター

【県庁献血会場等を訪問】
○日時：１月９日（水） 13:00～13:30

○場所：県庁９階大会議室

24

-12-



25

岡山県合同輸血療法委員会

○日時：１１月２日（金） 14:30～16:30

○場所：ピュアリティまきび

○内容（議題）：
・平成２９年度活動実績及び平成３０年度事業方針

・最近の血液事業の動きと血液製剤の使用状況

＜ディスカッション（討議）＞

・各医療機関の取り組み状況

・「血液製剤の使用指針」の一部改正

・看護師による輸血の開始

26
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27

岡山県合同輸血療法委員会講演会

○日時：３月１６日（土） 14:00～17:25

○場所：オルガビル・オルガホール

○主催：

岡山県合同輸血療法委員会

一般社団法人岡山県臨床検査技師会

日本輸血・細胞治療学会中国四国支部

○認定：

岡山県医師会生涯教育講座認定

日臨技生涯教育認定 28
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岡山県合同輸血療法委員会講演会
○内容

【報告】・「血液製剤の使用指針」の一部改正について

上田恭典（岡山県合同輸血療法委員会委員長）

・最近の血液事業について

内藤一憲（岡山県赤十字血液センター）

【講演】・中四国ブロック血液センター管内における血液運搬等について

加藤圭一郎（中四国ブロック血液センター）

・豪雨災害に対する岡山赤十字病院の救護活動について

齋藤博則（岡山赤十字病院）

・平成30年7月豪雨での対応と今後の災害への備えについて

草加忠彦（岡山県保健福祉部医療推進課）

【特別講演】

・熊本震災について

米村雄士（熊本大学医学部附属病院）
29

ご清聴ありがとうございました。

© 岡山県「ももっち」
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岡山県における献血事業の施策体系

献 血 事 業 普 及 事 業

◎普及啓発事業
・マスコミを通じた普及啓発
・保健所献血推進連絡会議を通じた広報、地域イベント
での普及啓発

・高校生向けパンフレットの作成・配布
・高校卒業生対象啓発チラシの作成・配布
◎推進組織の育成、自主活動を通じた地域・職域・学校等
における普及啓発事業

＜若年層＞
・高等学校：青少年赤十字(JRC)
・専門学校・短大・大学：岡山県学生献血推進連盟
（晴れの国献血、ｸﾘｽﾏｽ献血ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ等実施の支援）

＜一 般＞
・愛育委員会：地域での献血推進活動

県 民 ぐ る み の
献 血 運 動 推 進 事 業

献血運動の推進
・岡山県愛の血液助け合い運動（毎年7月～8月）の実施

月間初日行事「献血推進パレード」等により普及啓発
「献血感謝のつどい」での感謝状の贈呈

・はたちの献血キャンペーン（毎年1月～2月）の実施
岡 山 県 献 血
推 進 協 議 会

献血推進協議会運営事業

・岡山県献血推進協議会の開催

血液製剤の適正
献 血 の 推進 血液製剤使用適正化普及事業

使 用 の 推 進
・岡山県合同輸血療法委員会の開催
・医療機関における血液製剤の適正使用の普及啓発

採血事業者指導取締事業
日本赤十字社
岡 山 県 支部 ・血液センター、献血ルームを四半期に１回程度

岡山県赤十字 血液製剤の安全性
血液センター 医療機関等での血液製剤に関する

の 確 保 対 策 記録の保管・管理の遵守指導

血液センターにおける検査の充実等

・献血協力者への本人確認、問診の徹底
・各種血液検査の充実強化
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第５４回献血運動推進全国大会（岡山大会）について

１ 開催目的

国内の医療で使用される全ての血液製剤を献血によって確保することを目指し、

国民一人一人が献血の重要性を認識し、献血運動が全国で盛り上がり、特に若年層

の献血への協力を促し、我が国の血液事業を安定的・継続的に維持していくために、

本大会を開催する。

２ 主 催

厚生労働省、日本赤十字社、岡山県

３ 後 援

岡山県市長会、岡山県町村会、岡山市

４ 大会標語

救いたい あなたの未来 私から

ポスター最優秀作品

５ 全国大会概要

（１）日 時 平成３０年７月１２日（木） １３:５０～１６：２５

※平成３０年７月豪雨の影響により中止

（総合リハーサル ７月１１日（水）※中止）

（２）会 場 岡山県総合グラウンド体育館（ジップアリーナ岡山）

（３）参加者（予定数） １，４８５名（受賞者、車両寄贈者、一般招待者等）

（４）次 第 第１部 式典（功労者の表彰、血液事業用車両寄贈目録贈呈等）

第２部 アトラクション

６ 代替式典概要

（１）名 称 献血推進功労者表彰・感謝状等贈呈式

（２）日 時 平成３０年１１月１９日（月） １３：３０～１４：３０

（３）場 所 三木記念ホール（岡山県医師会館２階）

（４）参加者 １３２名（受賞者、車両寄贈者、スタッフ等）

（５）次 第 功労者の表彰、血液事業用車両寄贈目録贈呈等

※昭和天皇記念献血推進賞及び学術賞は、１２月１９日に東宮御所にて御授与
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